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目　　　　　的
従来のPogg血br任錯視図形の研究は，額面平行上においておこなわれ，図形の平行線や斜線，
挟角などの変数の，僅々の変化による錯視現象の変化や，図形全体の方向性，観察者の体位との関係
などについて多くの分析がなされている。
こゐPoggendor庁の図形における斜線部分の定位ずけの判断は，欠落した空間をおぎなうという
意味で，一種の表象作用ないしは空間上の見越し的判断が求められているともみなせよう。
ところで，このような祝空間の判断を問題とする場合，従来おこなわれてきたような額面平行とい
った言わば二次元空間的な場面での判断は，われわれの日常の祝空間の生活では少なく，実験室的事
態での課題設定といった特殊な事態での判断とも言えよう。われわれの日常においては，奥行きの情
報や時間，運動をも同時に含んだ，三次元あるいはそれ以上の，多次元的情報の存在する場面におい
て判断がなされる場合が多い。
本実験では，Poggendorff錯視図形を，図1の
ように，回転することによって，奥行き情報をも含
みこませるような事態をつくり，三次元空間内に付
置されたPoggendorfE図形について，その線分の
見えや判断が，二次元的な，額面平行上に存在する
ときとどのような差異を示すかについて，先ず，予
備的な知見を得ることを目的としている。
図1
方　　　　　法
観察者は図2のようにPoggendorfE図形を斜め方向から観察をおこない，平行線と交わる手前斜
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線が，遠方の斜線の延長上にあると感じられる
位置を判断する。観察は，明条件と暗条件の2
条件下でおこなわれた。明条件は，女子短大生
12名により両眼で観察がおこなわれた。明条件
においては，写真1のように装置の内容が知ら
れており，PoggenClorff図形を斜め方法より観
察していることがわかるようになっているe他
方，暗条件では，他の女子短大生10名により単
眼（右眼）で観察がおこなわれた。ここでは写真
2に示すように，夜光塗料を塗布した平行線と
斜線のみが暗黒中に浮きでて見える。従って両
条件の差異としては，暗条件が極度に三次元空
間に関する情報を制限している刺激事態である
のに対して，明条件は，近刺激としての平行線
と斜線は同じと考えられるが，三次元的刺激情
報が豊窃な事態と言える。測定は両条件とも上
昇系列，下降系列各4回，計8回，実験者調整法
によりおこなわれた。インストラクショソとし
ては，閉条件においては「手前に見える斜めの
線が，向こうに見える線と一直線に並んだと感
じられたらハイと合図して下さい」e暗条件にお
いては「下の斜めの線が，上に見える線と一直
線上に並んだと感じられたらハイと合図して下
さい」とした。なお，上昇系列というのは，可
動線分である手前斜線が観察者から向って右に
ずれていると感じられる地点よりスタートする
系列をさす。下降系列とは，可動線分が左にず
れた地点よりスタートし，右へ移動させる場合
をさしている。
結果および考察
　図3，4，表1が示すごとく，明条件では暗
条件に較べて錯視量が減少しているのがわか
る。更に，ma　1｛の被験者について見ると，奥行
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き感を与える明条件の上昇系列においては，逆錯視を示す被験者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　錯　　視　　量
もみられる。（図5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均　　偏差標準　このような異った錯視量をもたらす原因としては，種々考えら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明条件　　17．　1　　11．7れようが，その一つとして，奥行き情報の存在の有無があげられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　暗条件　　36．7　　　8．1
よう。即ち，暗条件での被験者のほとんどが，呈示された図形を
額面平行上に位置づけており，客観的には奥行きをもった図形だとは気づかれなかったということで
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ある。明条件での結果は，これまでの生体の三次
元空間における生活をとおしての経験にもとつく
修正によるものとも考えられる。興味深いことと
しては，先に明条件において観察をおこない，刺
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激事態についての情報を得ている被験者にあっては，刺激事態についての知識をもたぬ被験者にくら
べて，暗条件での錯視量がいくぶん大きいという結果が得られたことである。　（図6）明条件におい
ては測定をおこなわずに，刺激事態についての知識のみを与えた場合の判断の傾向をとらえるという
統制実験が必要であるが，上述の結果は，近刺激としての図形は同じでも，それをとりまく主体内・
外の関係の枠組が変化することで，判断に変化をもたらしたという可能性を示唆するように思われ
る。
